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発 刊 に あ た って

ピンクの色 も鮮やかに,み ごとに咲きそろう高遠城址公園の コヒガンザクラは,全国桜 100

選の一つに挙げられ。いまや観桜期だけでも20数 万人の観光客が訪れて。花の町高遠を埋める。

高遠城は古記録によると=信玄の命令を受けて,天文 16年 (1547)山本勘助が この地に鍬立

てを したと言われている。それか らわずか35年後の天正10年 2月 下旬には。織田信忠の 5万の

大軍は伊那谷を北上 し。武田の諸城を落 して進軍 し高遠城を囲んだ。 ときの城主。弱冠20余歳

の仁科五郎盛信 (信玄の五男)は ,3000の 兵 とともに断固として孤城にたてこもって奮戦 した

が, 3月 2日 多 くの城兵 とともに花と散 った。その壮絶な戦いのさまは,ま さに特筆すべき戦

国悲史として。この地になまなましく語 り伝えられている。

このたび。その城跡のニノ丸地籍内に公衆便所を新設することになり。史跡の現状変更に伴

う埋蔵文化財緊急発掘調査を実施 した。城跡内での発掘調査は,昭和62年 の史跡高遠城跡保存

管理計画策定時における。ニノ丸門発掘調査に続き 2回 目にあたる。

作業は平成 4年 1月 10日 より同月21日 まで。厳寒のなかであった。調査面積は便所建築予定

地50イ (長方形)及 び排水管伏設予定地約100死 (総延長75m)で ある。

調査の結果。発掘調査地内か らは配石七L5ケ 所。集石なL2ケ 所の遺構 と720点余 りの遺物が

出土 した。その中には約15世紀か ら明治以後の ものまであり。ほとんどが陶器や磁器の破片で

あった。それらについての器種 。年代区分などの分類は済 ませたが。後 日さらに検討が必要と

思われる。 また,出土 した配石址 0集石址などは城に関係 した遺構 と思われるが。発掘調査面

積が限 られていたため。その性質を位置づけることはできなかった。 しか し。それぞれを詳細

に記録 したので,後 日の研究に役立て られれば幸いである。

この調査にあたり。ご指導をいただいた文化庁並びに県教育委員会関係の先生方,出土陶磁

器片の鑑定 をお願いした,瀬戸市歴史民俗資料館の藤沢良祐先生,発掘調査及び報告書作成の

全般にわたって調査員として携 っていただきました宮田村の日本考古学協会会員友野良一先生。

また。積極的に作業に参加 していただきました作業員の皆さん方に。この報告書の発刊にあた

り厚 くお礼を申 しあげます。

平成 4年 3月

高遠町教育委員会

教育長   山 廣



例     言

1.本報告書は,平成 3年度に実施 した史跡高遠城跡ニノ丸便所新築事業に伴 う。埋蔵文化

財緊急発掘調査報告書である。

2.こ の緊急発掘調査は,史跡高遠城跡ニノ丸便所新築事業に伴い。便所建築部分 。汚水管

等埋設部分の埋蔵文化財が消滅するため,事前に緊急発掘調査を実施 し記録保存を図るこ

とを目的とした。また。同時に史跡高遠城跡の現状変更 (便 所新築)許可の条件である発

掘調査を実施 したものである。

3.こ の緊急発掘調査は,高遠町役場の委託により高遠町教育委員会が実施 した。

4.本報告書は,平成 3年度中にまとめることが要求 されているため,調査によって検出さ

れた遺物をより多 く図示,図版化することに重点をおき。資料の再検討は後 日の機会に譲

ることとした。

5.出土遺物 (陶磁器 )の鑑定は,瀬戸市歴史民俗資料館の藤沢良祐先生にお願いした。

6.本報告書の執筆者及び図版製作者は次のとおりである。

○本文執筆者  友野 良-0小 松 博康

○図版製作者  友野 良一 。小松 博康 。荒井 美和 。保科 まゆみ

○写真撮影   友野 良-0小 松 博康

○遺物整理   友野 良-0小 松 博康 。平沢かほる 。荒井 美和 。保科 まゆみ

7.本報告書の編集は,主 として高遠町教育委員会がおこなった。

8.遺物及び実測図類は,高遠町教育委員会が保管 している。
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第 I章  発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至るまでの経過

平成 3年  9月 3日   ニノ丸便所建築事業に伴 う史跡高遠城跡の現状変更許可申請書を提出

する。

9月 11日   県文化課より埋蔵文化財の現地調査に来町。

9月 26日   発掘担当者友野良一氏 と発掘調査の方法 。期間などについて打 ち合わ

せをおこなう。

9月 27日   文化庁と現状変更の内容。発掘調査の範囲などについて打 ち合わせを

おこなう。

12月 5日   文化庁より史跡高遠城跡の現状変更許可があ り。便所建築工事着手前

に発掘調査の実施などの指示を受ける。

12月 27日   ニノ丸便所建築事業入札

第 2節 調査会の組織

○高遠町教育委員会

教育委員長     北原 作英

委員長代理     横田  雅

委   員     中畑 節子

″       阪下 哲彦

教 育 長     山川  廣

教 育 次 長     伊藤 敏明

社会教育係長    伊藤  清

係       小松 博康

○発掘担当者 。調査員  友野 良― (日 本考古学協会会員 。東洋陶磁学会会員)
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第 3節

月 。日

12 ・

1 010

1 0 14

1 ・ 21

1 029

2～ 3月

発掘調査の経過

発 掘 調 査 日 誌

テント設営。資材の搬入をおこなう。

建築場所 クイ入れ。

テ ントにて挨拶の後。発掘担当者友野良一氏より調査方法の説明をおこない。

重機による除雪の後発掘調査を開始する。

調査は全面発掘とし, まず便所建築予定地に全員が入 り掘 り下げ。陶磁器片な

どの遺物が多 く。西側・ 東側の二面に分け・ 掘 り下げと平板・ レベルによる遺物

の取 り上げを交互におこないなが ら調査を進める。建物東側に焼土部分を発見す

る。遺物の取 り上げは 4回 にわたった。 (作業員19名 )

10日 の作業の続 きとして建築部分の掘 り下げをおこなう。遺物取 り上げ 2回 ,

焼け土部分平面・ 断面測図。同時に管路部分のクイ入れを 5m毎 におこなう。

午後 3時 より建築部分と管路部分に分かれてそれぞれ調査を実施する。

(作業員15名 )

午前中降雪あり,高遠閣にて遺物の洗浄作業をおこなう。  (作 業員 6名 )

午後より発掘調査をおこなう。建築部分については平板による測量 0写真撮影

0北側。東側の断面測図。管路部分は13日 の続きの掘 り下げをおこなう。

(作業員14名 )

管路部分については平板測量 。断面。平1・ 16    建築部分は本 日最終面の レベル測量。

面の測図 0写真撮影をおこなう。

17    午後より発掘調査。管路部分NQ 4～ NQ 9

2号集石 まで写真撮影。建築部分はサブ ト

こなう。

(作業員 8名 )

まで再度掘 り下げ。第 3号配石か ら第

レンチ 2本 を設定 し,断面の調査をお

(作業員 8名 )

管路部分前日の再掘 り下げ場所について写真撮影 。平面,断面測図をおこなう。

(作業員 4名 )

午後。県文化課児玉氏が来町今後の指示を仰 ぐ。各配石は取 り上げ。その下部

について再調査が必要 との こと。

建築部分の配石取 り上げ。出土石の上 。下 レベルの測量。遺物の取 り上げ1最

終面の平板・ レベル測量をおこなう。午後より管路配石の取 り上げ調査をおこな

うが。第 2号集石は 2段 目まで平面 0断面を測量。 1段 目より約90cm下 まで配石

が続き,100余 ケの石を取 り上げる。

午後 5時。本 日をもって発掘調査を終了する旨挨拶を し,解散する。

瀬戸市歴史民俗資料館の藤沢良祐氏に陶磁器の鑑定を依頼。

出土品整理・ 報告書の執筆.編集作業。

-2-
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第 ⅡⅡ章 遺跡の環境

第 1節 遺跡の位置

高遠城跡の地理的位置は,東経 138度 3分 55秒・ 北緯35度 49分 に位置 している。今回の発掘

調査地である,長野県上伊那郡高遠町大字東高遠2286番地他に所在する高遠城跡に至るには ,

」R飯 田線伊那市駅か ら主要地方道伊那高遠線により東方へ 9kmの 地点にあたる。

また。中央東線茅野駅か ら杖突街道 (国道256号線)にて高遠に至ることもできる。

高遠城跡付近は,赤石山脈仙丈岳に源を発する三峯川 と,伊那山脈杖突峠に源を発する藤沢

川の合流地点東側の三角台地に位置 し,標高は805m内 外の範囲にある。

第 1図  高速城跡の位置図

35° 48′

138° 05'
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第 2節 地形 。地質及び周辺の遺跡分布

1)地形及び周辺の遺跡分布

遺跡名  ⑫桂泉寺  ④花畑   ④高遠城跡  ④原勝間
④西勝間  0堀    ④後沢 ④古城
⑩上垣外  ①北垣外  ⑫竹垣外   ⑩八幡原

第 2図 高速城跡の地形及び周辺の遺跡分布図

高遠町は中央構造線に沿 う細長い縦谷で,南部を西流する三峯川に,藤沢川.山室川などの

支流が合流 して,河南地区の白山と鉾持桟道の部分で伊那山脈に横谷をうかがっている。 また ,

西 日本の内帯と外帯の接触するところであって。圧砕帯 も細長 く続 き。伊那山脈の地塊が赤石

山脈に向かって衝きあげ断層 したと見 られ。谷の西側。つまり伊那山脈の側は,赤石山脈の側

に くらべると急傾斜 となっている。

高遠城跡の堆積層は,三峯川河床か ら70mほ ど高いところにあり。 長谷村中尾の段丘に連絡

している。 また,西高遠については河床か ら20～ 30mの 高 さに位置 している。

高遠城跡のある月蔵山西側山麓の斜面一帯には,城跡 も含めて桂泉寺 0花畑といった縄文時

代の埋蔵文化財 も多 く,近世に至るまで広い範囲の重要な歴史の鍵をにぎっている一帯である。
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第 3図 高遠城跡発掘調査箇所位置図
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2)地 質

高遠町の地質は。高遠城跡の東にそびえる月蔵山の北東を,中央構造線が藤沢の谷に沿って

北上することか ら。三波川帯 0領家帯など複雑な構造をもってお り,岩層の変化 も激 しい。河

南地区は領家帯に属 し,花自岩系統の ものが大部分を占め。三義地区は三波川帯で,結晶片岩・

蛇紋岩等が分布 している。高遠城跡はこれらの地質帯の うちにある。

高遠ダムの高遠城跡側に露出 している大きな岩が・ 黒雲母花同岩である。 この黒雲母花同岩

が広 くこの辺一帯の底盤となり,こ の岩盤の上部に伊那礫層と呼ばれている層が堆積 し,更 に

その上にテフラが堆積 した地層である。高遠城 もこの上に構築 されたのである。

γ
川
ト
ー

線

□
日
日
囲
□

段丘・扇状地堆積物(レ キ・砂。

塩嶺累層 (凝灰角レキ岩・安山岩 )

守屋累層(レキ岩。砂岩◆泥岩)

戸台層 (レ キ岩・砂岩 。泥岩 )

四万十帯(砂岩・挙磐戻碧孝轟石基

秩父帯(砂岩0粘

督戻砦孝轟こ喜)

三波川帯(結晶片岩:握義喜)

領家帯変成岩類(片京んヶ9言ルス

領家帯花コウ岩類(花民ふ喜)

鹿塩圧砕岩類

+ + +

+ + +

+ y +

三峰 1ll

駒ヶ根

○

□
国
囲
□
蝠

第 4図  高速城跡地質概界図
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第 3節 歴史的環境

高遠には平安時代の末頃か ら。 この付近を支配する領主の居城があったと言われている。 ま

た。周辺の伊那市美篤笠原の蟻塚城や。高遠長藤的場の城山なども中世の城址 と考えられてい

るが,そ の城主など判然としていない部分が多い。

江戸時代に古銭を発掘 した東高遠浅間矢場にも,豪族の居館があったと伝えられているし,

同 じく殿坂に根小屋の地名が残 っているので, この辺に領主の居館があり段丘の上に砦があっ

たのではないかという説 もある。南北朝の時代か ら。高遠氏が七代にわたって高遠の領主であ

ったが,その居城 もはっきりしていない。

高遠城を現在の位置に築城 した確実の史料 と言われているのは,武田信玄側近の臣.高 白斎

が記 した「高白斎記」である。 これには天文 16年 (1547年 )3月 のところに『高遠山の城鍬立』

とある。 これは信玄が全 くの処女地に築城 したのか。あるいは信玄に滅ぼされた高遠氏居城の

地を拡張改修 したのか明らかではないが,当 時築城技術に勝れていた山本勘助の縄張 りによっ

ておこなわれたと伝えられ,本丸西側の一画には「勘助郭」の名が今 も残 っている。 これらの

ことか ら高遠城は,信玄が築城 したと思われる。

築城以来武田氏 (35年間).保 科氏 (53年 間),鳥 居氏 (53年 間)。 幕領 (2年間)。 内藤

氏 (182年 間)と .約 350年 にわたり南信濃地方の中心 として栄えた城である。

高遠城の歴史を見ると。天正10年 (1582年 )城主仁科五郎盛信の時。織田軍の攻撃を受け落

城の悲運をみたこと。鳥居氏の頃と思われるが,大手の位置を東か ら西に移 したこと。内藤氏

の頃地震のため城内の破損を修復 したことなどがあげられる。

その後明治 5年 廃藩となり城は解体 され,城内の建造物。樹木。城地の一部が払い下げられ ,

明治 8年 には有志がここを借 り受けて公園とした。城郭址は当時の縄張 りの様相を留めてお り,

昭和48年 5月 26日 国の史跡としての指定を受けた。 また,史跡内には明治 8年 頃か ら植え始め

たコヒガンザクラがあ り。今の老木はその時に植え られたもので, 4月 には1500本 余 りが愛 ら

しい ピンクの花を開き,人 々の目を楽 しませている。昭和35年 にはこの コヒガンザクラ樹林が・

県の天然記念物に指定されてお り, シーズン中に訪れる観光客は約25万 人に達 し,年 間約35万

人を数え,交通網の整備 などが手伝 って年々県外か らの観光客の増加が目立っている。
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第 6図 高速城跡管路部分調査実測図
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第 III章 遺構と遺物

第 1節 調査の概要

今回行なわれた調査は,高遠城跡ニノ丸地籍内に建設が予定されている便所の,敷地並びに

排水管路に係る埋蔵文化財の緊急発掘調査である。調査箇所の位置は,ニ ノ丸西側,高遠町大

字東高遠2286番 地の地籍内である。調査の面積は,便所建築予定地50″ と排水管路伏設予定地

面積約100イ を対象として行なわれた。

建設が予定 されている場所は,ニノ丸内では西北の隅に当たる位置にあり。高遠城の江戸時

代の絵図で見る限 りでは,重要建造物などは見受けられない場所である。

調査は,平成 4年 1月 10日 より同月21日 まで実施 した。調査の手順 としては,調査面積 も狭

いことか ら,全面を表土上よリー定の深 さを保 ちなが ら順次掘 り下げ,記録する方法をとった。

建築部分の出土遺物は,地表下 5 cmあ たりか ら検出され出し,調査が進むにつれ15cm～ 30cm

の層位に遺物は集中 して検出された。出土遺物では,内耳鍋の破片・ 和釘・陶磁器片 。寛永通

贅などが混在 して出土 した。

地表下40cm前 後の層位では,遺物 もだんだん少な くなっていった。地表下60cm程掘 り下げる

と,古 い便所の排水用の土管が埋設 されているのが発見された。 この排水土管の発見された面

は,土層上ではソフ トロームと言われる層位であって,こ の層以下は人工的 な行為がなされて

いない面である。 この ソフ トローム面上に,第 102号 配石遺構 と第 1号土拡並びに第 1号集

石が発見される。

管路部分の調査は,建築部分南側より西側の一段低い位置にかけてで,調査範囲は長さ73m。

巾平均 lm内外。深さ20cm～ 50cmと 断面の高低差があった。 出土 した主な遺構は,第 3040

5号配石と第 2号集石遺構を検出 した。以上が調査の概要である。

第 2節 遺 構

1)第 1号配石 (第 5図 。図版 3)

本址は,調査区域では西壁中央辺 りに添 って発見された遺構である。その規模は。南北 3.0

m。 東西 1.7mの範囲にわたって不整の形で発見された。 この配石に使用されている石の大き

さは,径 10cm～ 24cm大の自然石52個 を使 っている配石力上である。その配石の中にひときわ目立

って径60cm。 厚 さ 8 cm～ 1l cmの 平盤石が混 じっていたことか ら,あ るいは,こ の石が建物の基

礎に使われたのではないかと言 う意見もあったが。調査面積が狭いうえ他に見られないことか

ら。この石に対 しての結論は得 られなかった。

2)第 2号配石 (第 5図 。図版 3)

本址は,調査区域内にあっては東側の壁に接するところか ら。西側第 1号土1/A~の 位置までの

範囲に広が り。東西 3.Om。 南北70cm～80cmを 測る帯状の配石址である。配石内には, 径20cm

～40cm大の平 らな自然石 18個 が配 されていた。 この配石 も付近の状況か ら。後世のか く乱を受
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けているように見受けられた。

3)第 1号土拡 (第 5図 。図版 3)

本址は,調査区域 としては中央やや東よりに発見された遺構である。規模は,東西45cm,南

北 1.Om,深 さは45cm不整形をなした土塘である。

4)第 3号配石 (第 6図 )

本址は,実測図に示 してあるNQ 4地 点に発見された配石遺構である。 この遺構の発見 も排水

管路 と言 う特別に狭い部分に限 られてお り。管路を横断 しているため。遺構の確認 も意外に困

難であった。検出された遺構の規模は,東 西 1.Om.南北 1.Om. 検出された遺構の深 さは地

表下25cm・  ソフ トローム面に位置 していた。配石の大きさは,径 15 cm～ 48cmの 自然石で 6個確

認 された。

5)第 4号配石 (第 6図 )

本址は,実測図に示 してあるNQ 5の 地点に発見された配石址である。規模は,東西95cm。 南北

60cmの 範囲で検出された配石遺構である。石の大きさは1 10cm～25cm大の自然石で。石の数は

18個 確認することができた。 しか し。小範囲であるためその性質を知ることができなかった。

6)第 5号配石 (第 6図・ 図版 3)

本址は,管路測量地点NQ 6に 検出された配石址である。規模は,東 西 1.Om, 南北 1.2mを

測る。配石の大きさは。 8 cm～ 40cmの 自然石が29個 確認 された。

7)第 1号集石 (第 5図・ 図版 3)

本力Lは 。第 1号配石力上の北側に検出された集石で,規模は。東西25cm。 南北40cmを測る。集

石は,大 きさ 6 cm～ 12cmの 自然石で。その数は14個 を数えた。 この遺構の設けられたのは,第

1号配石の時期頃ではなかろうか。

8)第 2号集石 (第 6図・ 図版 4)

本址は,管路のNQ 7～ NQ 8号 地点に確認 された集石遺構である。規模は,東西80cm。 南北 1.

5mを測る。 この集石は。径10cm～ 30cm内 外の自然石を 4～ 5段 に積み上げた状態で検出され,

深 さ 1.Omで 。調査範囲内では115個 取 り上げた。 これ ら集石の形状か ら。暗渠排水的な施設

と言 う意見もあったが。′発見された集石が。調査範囲を南北に横断 した狭い。限 られた部分で

あることか ら。 この集石の性格を確認することはできなかった。
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第 3節  遺  物

1)丸 碗 (第 10図 。図版8)

下方は丸味を帯びるが,上方はほぼ直立 し,法量は器高 5.3 cm.口 径 8.5 cm。 高台 4 mm前 後 ,

削 り出 し輪高台。染め付けの磁器。産地は瀬戸。時期は明治以降。

2)丸  碗 (第 10図 )

下方か ら胴部にかけ丸味を帯び,上方は内側に反るようであるが,日縁部を欠いているので

法量は不明である。染め付けの磁器。産地は瀬戸 0美濃。時期は明治頃。

3)丸  碗 (第 10図 )

下方か ら胴部は丸味を帯びる。法量は,日 縁部を欠いているので不明である。呉須絵の染め

付けの磁器。産地は瀬戸 0美濃と思われる。時期は明治。

4)丸  碗 (第 10図 。図版 7)

下方か ら胴の部分にかけ丸味を帯びているが。□縁近 くはほぼ直立する。法量は器高 5.3 cm,

日径 8.8 cmを 測る。呉須を使 った染め付けの磁器。産地は瀬戸・ 美濃と考え られる。時期は明

治。

5)杯 (第 10図 )

下方か ら胴部にかけ丸 〈.□ 縁部は外に反 る。法量は器高約 4 cm。 □径 7.6 cm。 器面に「壽

福」の文字が書かれた長石釉を施 した杯である。産地は美濃か。時期は明治。

6)丸  碗 (第 10図 )

下方か ら胴部にかけ丸味をもつ器形である。日縁部を欠いているので法量は不明。呉須で書

かれた染め付け磁器の碗である。産地は瀬戸 0美濃か。時期は明治と考えられる。

7)丸  碗 (第 10図 。図版 7)

下方は丸味を帯びるが,上方はほぼ直立する。法量は器高 5.3 cm。 □径 9 cm。 高台径は 3.5

cm,削 り出 し高台である。染め付けの磁器。産地は瀬戸・美濃と考えられる。時代は明治頃。

8)杯 (第 10図 )

下方は丸味を帯び。胴部以上は外反 りしなが ら立 ち上がる。□唇は外に反 っている。器高は

3.3 cm,日 径は 6.2 cmを 測る。器面は文字が書かれた染め付けの磁器杯である。産地は瀬戸。

時代は大正以降。

9)丸  碗 (第 10図 )

下方は丸味をもって立 ち上がるが,胴部以上を欠いているので計測はできない。染め付けの

丸碗である。産地は瀬戸か。時期は明治頃。

10)丸 碗 (第 10図・ 図版 7)

下方は丸 く胴部以上はほぼ直立 し,□ 縁部が僅か外反 りする。法量は器高が 5.l cm,□ 径 8.

9 cmを 測る。染め付けの丸碗で,産地は瀬戸 0美濃と思われる。時期は明治以降と考えられる。

11)丸  碗 (第 10図 )

下方から胴部にかけ丸味をなしているが,胴部より上はほぼ直立 して立 ち上がる。法量は器
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高 5 cm。 □径 7.6 cmを測る。器面には花が描かれ,葉は人エコバル ト,花は赤い色を配す磁器

の碗である。産地は瀬戸・美濃と考えられる。時期は大正以降。

12)丸 碗 (第 10図 。図版 8)

下方部は丸 く胴部以上はやや外に反る器形で,日唇は外反りしている器形であり,法量は器

高 4.9 cm,□ 径 8.5 clllを 測る。器面は菊花紋が描かれ,そ の周辺を点線による唐草紋が施され

た染め付け磁器の碗である。産地は瀬戸・美濃。時期は大正。

13)丸 碗 (第 10図 。図版 7)

下方は丸味を帯びているが。胴部からほぼ直立 した形で立ち上がる。法量は器高 5.6 clll.□

径 8.2 cmを 測る。染め付けの磁器の碗である。産地は瀬戸・美濃。時期は明治以降。

14)碗 (第 10図 。図版 7)

丸碗。□径14.lcmは 計測 し得たが,底部を欠いているので器高は不明。□縁内に巾 l cm程の

型押 しの染め付け紋と,外側に風物の絵紋を施 した染め付けの磁器碗である。

15)丸 碗 (第 11図 。図版 7)

下方部より総体的に丸味をもった形の丸碗である。法量は器高 4.7 cm。 □径 8.6 cmを 測る。

染め付けの磁器。産地は瀬戸・美濃と考えられる。時代は明治以降。

16)筒茶碗 (第 11図 。図版 7)

筒形茶碗で.底部より□縁部に向かって外反するように立ち上がり,□縁部は波状となって

いる。法量は器高が 6.8 cm。 □径 8.8 cmを 測る。器の内外面に染め付けの絵模様が施された磁

器である。時代は明治以降。産地は瀬戸・美濃と考えられる。

17)丸 碗 (第 11図 。図版 2,5)

下方部は丸味を帯び,上方はほぼ直に立ち上がる器形。法量は器高 6.l cm。 □径約 8.3 cmを

測る。器面には,草花の染め付け紋様が施された磁器である。産地は瀬戸 。美濃。時期は明治

以降と考えられる。

18)徳  利 (第 11図 )

下方部の破片であるため全体の器形を知ることが出来ない。底部が外部に張り出している形

態。釉は長石釉が全面に施された徳利と考えられる。産地は瀬戸・美濃。時期は明治以降。

19)丸 碗 (第 11図 。図版 5)

下方は丸味を帯び。上方はほぼ直に立ち上がる磁器の丸碗である。法量は器高 5.9 cm,□ 径

が 6.4 clllを 測る。器面には,竹林を模 した染め付けが施されている。産地は瀬戸 。美濃。時代

は明治以降。

20)蓋 (第 11図 )

器面に粒々の釉が施され。更にその上に自と青色の隆起 した花模様が施された磁器の蓋であ

る。産地は瀬戸 。美濃。時期は大正以降の新 しいもの。

21)丸 碗 (第 11図 。図版 2,8)

下方部から胴部までが丸味をもち.□縁部に至って直に立ち上がりをなす。□唇が僅か内反

りする形状の磁器で,法量は器高 4.5 cm。 □径10.5 cmを 測る。器面は,樹木の染め付けが施さ
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れている。産地は瀬戸・美濃 と考えられる。時期は明治以降。

22)小 皿 (第 H図 )

体部は緩やかに丸味を帯びている。高台は先端がやや尖 った形の付高台である。法量は器高

が2.3 cm。 □径約 9 cmを 測る。器の内外に染め付けによる絵模様が施 されている。産地は瀬戸 0

美濃。時代は明治以降。

23)小  皿 (第 11図 )

磁器皿の口縁部の破片である。底部を欠いているので器高は不明。□径は約10cm程 である。

□縁部はやや内に反 り。□唇は尖 っている。器内外には染め付けによる紋様が施 されている。

産地は瀬戸 0美濃。時期は明治以降。

24)丸 碗 (第 11図 。図版 297)

下部は丸味をなし,胴部より□縁部は内反 りしている丸碗である。器高は 5.2 cm.口 径は約

9.8 cmを 測る。高台は削 り出 し高台。釉薬は灰釉が施 されている陶器。器面には鉄釉絵と花紋

様が施 された丸碗。産地は瀬戸 0美濃。時期は明治以降。

25)小 皿 (第 11図 )

体部は緩やかに丸味を帯びている。高台は低めの付高台である。器の内外面とも型押 しによ

る染め付けの磁器皿。産地は瀬戸・ 美濃。時期は明治以降。

26)鍋 (第 12図 。図版 6)

三脚の付いた陶器鍋。底部は無釉でロクロ痕が認め られる。内側は鉄釉が施 された底部の破

片。産地は瀬戸 0美濃と思われる。時期は江戸後期と考えられる。

27)灯 明皿 (第 12図 。図版 2,8)

底部は無釉の ロクロ痕が残 り,黒煙の付着が認め られる灯明皿である。法量は器高 2.2 cm,

日径 10。 6 cmを 測る。内面は灰釉が全面に施 されている。産地は瀬戸 0美濃。時代は江戸時代後

期の陶器である。

28)小  皿 (第 12図 。図版 6)

下部は丸味を帯び,胴 部上は外反 りする形の皿である。法量は器高 2.2 cm,日 径は約 10 cm程

と考えられるもの。高台は先の尖 った削 り出 し高台。器内外面に染め付けによる紋様が施 され

ている。産地は瀬戸・ 美濃。時期は江戸時代。

29)碗 (第 12図 。図版 5)

下部はやや丸味を帯びなが ら立 ち上がっている。法量は器高 5.2 cm,日 径約 9.6 cm。 体部上

方にロクロの回転を利用 した指撫でによる痕がうかがえる。高台は削 り出 し高台である。底部

を除き灰釉が施 されている。産地は瀬戸 0美濃。時期は江戸時代の陶器。

30)香 炉 (第 12図 )

香炉の口縁部。□唇はやや内側に傾いている。□径は10cmを 測る。釉は内面を除き黄瀬戸釉

が施 されている。産地は瀬戸・美濃。時期は明治以降の陶器 と考え られる。

31)筒形碗 (第 12図 )

灰釉陶器碗底部の破片。法量は底部径 6.8 cm。 高台は削 り出 し高台で。高台の高さは 7 mmと
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高い方である。底部にロクロ痕が見られ,無釉である。産地は瀬戸 。美濃。時期は江戸時代。

32)丸 碗 (第 12図 。図版 2,5)

下方部よりやや急な立ち上がりをした碗である。法量は器高 5.8 cm。 □径 10.2cm。 高台は削

り出し高台である。器面には鉄釉による絵が描かれ,高台を除き灰釉が施された陶器である。

産地は瀬戸 。美濃。時期は江戸時代。

33)皿 (第 12図 。図版 8)

器高は 2.8 cm。 □径13.7 cm,高 台径 6.7 cIIl前 後。体部はやや丸味を帯び,開 くように立ち上

る。器面は鉄釉を混 じえた染め付けの削り取りが施された磁器の皿である。産地は瀬戸・美濃。

時期は明治以降となろう。

34)徳 利 (第 12図 。図版 8)

底部を欠いているので器高は測ることが出来ないが,胴径は 8.5 cmを 測る。胴部上は内傾 し

て立ち上がる。全面に黄瀬戸釉が施されている陶器で,産地は瀬戸 。美濃。時期は明治以降。

35)小 皿 (第 12図・ 図版 2,6)

下方より丸味を帯びて立ち上がり。□縁部は10弁の菊花紋様となっている皿である。器内に

は染め付けの絵が描かれている磁器。法量は器高 2.8 cm,口 径 9.8 cmを 測る。産地は瀬戸・美

濃。時期は明治以降。

36)筒形陶器 (第 12図 0図版 8)

器高10.5 cm,□ 径 9.l cm,底 部径 7.3 cm。 上げ底の筒形陶器である。釉薬は底部を除き全面

に鉄釉が施されている。産地不明。時期は明治以降。

37)鉢 (第 12図 )

底部は削り込み無釉。下方より丸味をなして立ち上がっているが。□縁部を欠いている鉢形

陶器である。表面には白釉が施されているが。内面は無釉。産地は瀬戸・美濃。時期は明治以

降でも新 しい方。

38)鉢 (第 12図 。図版 6)

底部の破片で。 しっかりした計測は出来ないが。底は削り出し高台である。器面内外には染

め付けと赤絵が施された磁器の鉢と考えられる。産地は瀬戸と思われる。時期は明治以降。

39)鍋 (第 12図 )

器高10cm。 □径20。 3cm。 底部の径 7.3 cmを測る。 下方は丸味を帯び。上方の口縁は大きく外

反 りする。下方から底部にかけロクロ削りの調整が行われている。釉薬は底部を除き内外とも

鉄釉が施されている。産地は瀬戸 0美濃。時期は江戸後期。

40)瓶 (第 12図 )

底部の破片。底部径は13.5cmを測る。厚さは 1.3 cmと かなり厚い底である。釉薬はやや青味

がかった長石釉が底の部分を除いて厚めに施されている。在地産の陶器と思われる。時期は明

治以降。

41)鉢 (第 12図 。図版 5)

一部□縁部を欠いている陶器の鉢。下方よりやや内傾 して立ち上がり,日縁部は内反してい
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り。法重は器高 7.2 cm,□ 径14.3 cmを 測る。底部は平 らである。釉薬は青味がかった長石釉が

施されている。産地は在地産 と思われ。時期は明治以降。

42)徳 利 (第 12図 。図版 8)

下方よりの立 ち上が りは胴部 まではやや外反 りしているが・ 胴部 より上を欠いているのでそ

れ以上の器形は不明である。底部の径は10cmを 測る。釉薬は長石釉が全面に施 されている。一

部に鉄釉で書かれた酒の字が認め られる陶器であり。産地は在地かとも思われる。時期は大正

時代あたり。

43)皿 (第 12図 )

器高 3.3 cm。 □径約23cm内 外 と思われる。高台は 5111111の 削 り出 し高台である。下方か らの立

ち上が りはやや丸味を帯びているが。□縁部は外反 りしている。染め付けの磁器の皿である。

産地は瀬戸 0美濃。時代は明治以降。

44)皿 (第 12図 )

器高 1.9 cm,□ 径22.5 cmを 測る。下方よりの立 ち上が りは二段で。□唇は丸 く収 まる。□縁

部内には工字の型押 しと山形紋の紋様が施 された磁器の皿である。産地は瀬戸・ 美濃。時期は

昭和に入ると考えられる。

45)コ モデ石 (第13図 )

長さ14.5 cm。 巾3.6 cm,自 然石を用いたコモデ石。ところどころに手ずれの痕が見られる。

46)鉄製品 (第 13図 )

器形はよく分からないが。鉄製品の一部。江戸時代のものと考えられる。

47)帯金具 (第 13図 )

径 3.3 cm～ 3.5 cmの 帯金具の止金具。江戸時代と推測される。

48)止金具 (第 13図 )

馬具装具の止金具と考えられるもの。時代は江戸時代頃。

49)～54)角  釘 (第 13図 )

49950.51.52.53.54は 角釘である。49に は,一部木片が付着 している。時期は江戸時代

と考えられる。

55)小 皿 (第 13図 。図版 5)

器高 2.5 cm。 □径 10。 2 cm,高 台は削り出し高台で先端は尖っている。底部に重ね焼きの トチ

の痕が残る。器面にロクロ痕がうかがわれる。全面に濃い灰釉が施されるいる皿。生産地は瀬

戸・美濃。時期は大窯期である。

56)皿 (第 13図 )

一般に言う土師質の土器。器高 2.2 cm。 日径は 9 cm内 外・ 底部は糸切痕をのこしている土器。

江戸時代の祭器ではないかと思われる。産地不明。

57)。 58)内耳鍋 (第 13図 。図版 2)

内耳鍋の耳の部分。時期は戦国～江戸初期の頃と考えられる。
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59)浅 鉢 (口 絵 。第13図 。図版 2)

下方よりの立ち上がりは外方に開き、緩い曲線を描きながら□縁部に至る。□縁部は先端が

丸味をもって外反 りしている。器高は 6 cm。 □径は21.7 cm,底 部径は 8.6 cmを測る。この鉢は,

□縁部に指で片口状に押 しつけた痕が等間隔に五個ある。中程で灰釉と鉄釉の色分けがしてあ

る陶器。産地は瀬戸・美濃。時期は江戸時代。

60)火入れ (図版 5)

火入れの破片。釉は緑色で印花紋が施されている陶器。瀬戸の勇右衛門窯に類例を見る。時

期は19世紀。

64)器種不明 (図版 5)

底部の破片で。 ロクロ痕が認められる。内面はサビ釉が施されているもので。産地は瀬戸 。

美濃。時期は大窯期と思われる。

65)碗 (図版 6)

碗の胴部破片。釉薬は灰釉の淡緑色で光沢がある。産地は不明。時期は明治以降。

66)丸 碗 (図版 6)

広東茶碗の底部破片である。高台の立ち上がりが高い。呉須絵の陶器。産地は瀬戸 。美濃。

江戸末頃。

67)皿 (図版 6)

底部の破片。削り出し高台。内側には呉須による花模様が描かれた施釉陶器である。産地は

瀬戸 0美濃。江戸時代。

68)茶 碗 (図版 6)

□縁部と胴部の茶碗の破片。内外に呉須絵の陶器。産地は瀬戸・美濃。時代は江戸時代。

69)天目茶碗 (図版 6)

天目茶碗の口縁部破片。□縁の立ち上がりが直で。□唇で僅か外反ぎみ。産地は瀬戸 0美濃。

時期は江戸時代頃。

第 9図 高遠城跡出土遺物拓本

寛永通費 1.寛文八年頃の寛永通賓 2.背文のある寛永通賓
3.小型の寛永通費 4.江戸浅草銭といわれている

寛永通賓 .
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第10図 高遠城跡出土遺物実測図 (1)
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CM

第11図 高遠城跡出土遺物実測図 (2)
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第12図  高速城跡出土遺物実測図 (3)
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第 1表 高遠城跡出土遺物一覧表
遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬 。その他

夫
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬・その他

芙
測
図
番
号

1 建 貨幣 江 寛永通費 1 建 瀬。美 磁 皿 明以降 染

2 瀬0美 磁  丸碗 明以降 染 ″ 不明

臓ヨ     ″ 在 地 土 碗

4 n眩     ″ 瀬・美 磁 丸碗 染

5 鉄  釘 1 在 地 土 不明

瀬・美 磁  丸碗 明以降 染 瀬。美 降日   ″ 灰

7 不 明 ″ 鉢 鉄

″ 徳利 外鉄+内灰+染
1 瀬・美 ″ 不明

鉄  釘 江 灰十呉須絵

瀬。美 磁  丸碗 明以降 染 聰眩   ″ 明以降 染

1 ″ 丸碗

陶   蓋 大以降 鉄 大以降

1 在 地 土  不明 明以降 1 在 地 土  碗 明以降

不 明 照日     ″ 施 瀬・美 磁 丸碗 大以降

陶 摺鉢 明以降 鉄

″     Iこ 在 地 土  瓶

瀬。美 磁  丸碗 大以降 瀬・美 陶 天目獅 江

照日     ″ 1 ″   Dt 明以降 鉄

在 地 土  瓶 明 以 降 ″ 不明 灰

瀬・美 磁  丸碗 染 ″ 摺鉢 鉄

不 明 陶  鉢 鉄 在 地 土  碗

瀬・美 ″ 丸碗 灰 瀬・美 陶 丸碗 灰

在 地 土  碗 鞠眩   ″ 染

瀬。美 陶  壺 不 明 陶 不明 鉄

磁  皿 染 瀬0美 磁  皿 大以降
″ 丸碗 染十呉須絵 4 在 地 土 不明 明以降

陶  不明 灰 1 瀬・美 陶  蓋 大以降 鉄

1 在 地 土  碗 ″ 不明 明以降

″   0本 灰

不 明 磁 徳利

瀬・美 磁  丸碗 染 瀬・美 丸碗 染

1 1 陶 不明 灰

磁 丸碗 染

大以降 陶 不明 施

陶  不明 江 灰十染 1 在 地 土 内耳鍋 戦

明以降 施 ″   B亀 不  明

″ 丸碗 染 瀬0美 障日   ″ 明以降 鉄

不 明 鉄  角釘 江 1 磁 丸碗 染

瀬。美 陶  不明 明以降 鉄

磁  丸碗 染 不 明 鉄 角釘 江

大以降 在 地 土  碗 明以降

陶  鉢 明以降 白 1 瀬・美 陶 不明 鉄

磁  丸碗 染 鉄  釘

陶  不明 灰 瀬。美 磁 不明 大以降

磁  丸碗 染 陶 徳利 明以降 灰

鉄  釘 ″ 不明 施

1 瀬・美 磁  皿 大以降 磁 丸碗 染

不 明 陶  不明 明以降

貨幣 不  明 破損 在 地 土  碗

瀬・美 陶  鉢 江 灰 瀬0美 磁 不明 大以降 染
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遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬 0そ の他

冥
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬 。その他

実
測
図
番
号

建 不 明 陶 土管 明以降 建 不 明 陶  瓦 明以降

瀬0美 ″ 不明 鉄 在 地 土 不明

磁 丸碗 瀬O美 岡け   ″ 江 灰+呉須絵

不 明 陶 不明 明以降 銅緑

84 瀬・美 磁 小皿 染 不 明 鉄

陶 不明 灰 瀬・美 江 灰

江 貨幣 江 寛永通費

1 磁  皿 明以降 染 瀬。美 磁  杯 大以降 染+文字

″ 丸碗 陶 不明 灰

88 ″   llll 上絵 磁 丸碗 明以降 染

陶 不明 灰

n重    ″ 1

1 大以降

不 明 陶 土管 明以降 不 明 陶 不明 施

″ 小皿 瀬0美 磁 丸碗 染

瀬・美 磁 丸碗 染 ″   In 大以降

1 陶 不明 江 灰+染

在 地 土  瓶 1 1臓    ″ 明以降

瀬。美 磁  皿 上絵 不 明 岡ヨ   ″ 施

″ 丸碗 赤上絵 瀬。美 硼臓   ″

不 明 陶 不明 鉄 小 皿 染

1 瀬・美 磁 小皿 染 陶 不明 江 灰十呉須絵大窯期

陶  蓋 大以降 鉄 明以降 灰

″ 徳利 明以降 灰 ″ 徳利

磁 丸碗 染 ″ 急須

1
″   0本 江 黄

不 明 ″ 丸碗 明以降

大以降 在 地 土  碗

鉄  釘 1 瀬。美 陶  鍋 江 鉄

1 瀬0美 陶 不明 明以降 灰 鉄  釘 不  明

磁 丸碗 染 不 明 陶 水差口 明以降 鉄

陶  鉢 江 灰 1 在 地 土  碗

″ 不明 明以降 鉄 瀬0美 陶 摺鉢 鉄

磁 丸碗 大以降 1 磁 丸碗 染

染 ″ 杯糸切 大以降

小皿 明以降 不 明 陶 不明 明以降 施

″ 丸碗 大以降 瀬。美 ″   ヨ壁 大以隆 鉄

明以降 染 1 磁  碗 明以降 染

″ 不明 大以降

不 明 鉄 角釘 江 1 不 明 ガラス ス リガラス

1 瀬・美 磁 丸碗 明以降

陶 不明 灰 瀬。美 陶 急須 明以降

1 磁 丸碗 染 不 明 ″ 不明 鉄

陶 不明 鉄 瀬0美 磁 丸碗 染

磁  蓋 大以降 陶 筒形碗 江

不 明 陶 摺鉢 明以降 鉄 磁 丸碗 明以降 染

″ 不明 陶 不明 鉄

瀬・美 磁 丸碗 染 ″   3ふ 灰

1 1 不 明 ″ 土管

″   31
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遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬 。その他

英
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
上
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬・その他

芙
測
図
番
号

建 不 明 陶 土管 明以降 灰 建 瀬・美 磁 不明 大以降

1 瀬0美 ″ 丸碗 幕 末 灰十鉄絵 不 明 隠尋    ″ 明以降 鉄

小皿 明以降 ″ 土管

磁 丸碗 染 瀬・美 磁  丸碗 染

″ 不明 在 地 土  瓶 不  明

不 明 e失    ″ 不  明 瀬・美 陶 丸碗 幕 末 灰+鉄絵

瀬0美 陛ヨ    ″ 明以降 灰 1 不 明 ″    eホ 明以降 施

鉄 瀬・美 ″ 不明 戦 サビ大窯期 16c

磁 丸碗 染 1 ″    金ホ 江 灰

陶  鉢 灰 磁  碗 明以降 染

磁 丸碗 染 1 陶 不明 江 灰十染

不 明 陶  鉢 灰 1眩    ″ 明以降

瀬0美 磁 丸碗 大以降 1 ″ 丸碗 染

不 明 陶 不明 施 ″    ″不 長+文字

瀬・美 磁 丸碗 小皿 江 染

明以降 染 在 地 土 内耳鍋 戦

陶 不明 鉄 瀬・美 陶 丸碗 江 灰十呉須絵

鞠法    ″ 明以降 染

磁 丸碗 染 ″ 筒茶碗

陶 不明 灰 陶  鉢 江 灰

不 明 ″ 摺鉢 鉄 ″ 不明

鉄 帯金具 江 1 ″    倒局 江後期 鉄

陶 不明 明以降 磁  丸碗 明以降 染

瀬。美 ″   0局 江後期 鉄 1 江

″ 不明 明以降 明以降

働眩   ″ 染

不 明 髯日   ″
1 染

1 瀬・並 磁 丸碗 大以降 陶  蓋 大以降 鉄

″ 皿 口 在 地 土  瓶 明以降

陶 広東茶積 江 灰十呉須絵 1 瀬・美 陶 不明 幕 末 灰

1 行平 明以降 鉄 ″ 丸碗 明以降

不 明 ガラス ピン 大以降 透 明 ″ 不明 江 灰+染

瀬0美 陶 徳利 明以降 外鉄+内灰 磁 丸碗 明以降 染

在 地 土 不明 1

1 瀬0美 磁 丸碗 染

関ヨ    ″ 幕 末 灰+鉄絵 陶 不明 灰

1臓    ″ 明以降 染 一鉄
1 不 明 ガラス ピン 大以降 透 明

陶 急須 鉄  釘

″ 不明 幕  末 灰 1 不 明 陶 行平 明以降

1 磁 丸碗 大以降 瀬・美 磁 丸碗 染

明以降 染

隠日   ″ 幕 末 灰

明以降 鉄 陶 不明 江 灰+染

1 在 地 土  碗 不 明 ″ 土管 明以降

1 瀬・美 ″    ヨ至 鉄

瀬・美 磁 不明 染 ″ 不明 施

陶 丸碗 幕 末 灰+鉄絵 1 不 明 大以降

1 η瞭   ″ 大以降 瀬0美 磁 丸碗 明以降 染
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遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬・その他

芙
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬 0そ の他

芙
測
図
番
号

1 建 瀬・美 磁 丸碗 明以降 染 250 建 瀬。美 陶  鍋 江後期 鉄

陶 徳利 灰 丸碗 灰

磁 丸碗 染 1 1眩    ″ 明以降 染

1 大以降

陶  鉢 鉄 明以降 染

226 ″ 不明

227 1 磁  杯 長+文字 不 明 陶 徳利 鉄

1 瀬。美 ″ 不明 灰

1 不 明 陶 丸碗 幕  末 鉄

明以降 1 鉄

瀬・美 磁  皿 染 不 明

1
″ 丸碗 1 在 地 土 不明

″   l「 i

不 明 陶 不明 鉄

陶 不明 灰

l 鉄 瀬0美

不 明 ガラス 平 大以降 透 明

陶 不明 明以降 施 1
″   ヨ霊

233 在 地 土  碗 ″   EE

1 瀬。美

“

ヨ    ″ 鉄 1
″ 丸碗

″ 不明 香 炉 黄

不 明 1 磁 丸碗 染

l 瀬。美 ″ 行平 陶 不明 灰

磁  丸碗 染 磁 丸碗 大以降 上絵

236 ″ 不明 上絵 陶 不明 明以降 灰 +染

1
″    Illl 大以降 ″   0本 灰

″ 丸碗 明以降 染 263 磁  碗 染

陶  不明 陶 丸碗 鉄

1 磁  皿 大以降 上 絵 265 1 ″ 不明

陶 広東茶碗 江 灰+呉順絵 ″   働電

砲眩     ″ 大以降 磁 丸碗 染+呉須絵 4

239 1 不 明 陶   ″ 明以降 施 266 1 陶 徳利 大以降 長+鉄字

瀬。美 鉄 不 明 ″ 丸碗 明以降 施

磁 丸碗 染 瀬0美 ″ 徳利 外鉄十内灰

陶 小皿 聰眩   ″ 染

在 地 土  内耳鍋 戦 ″ 丸碗

瀬・美 磁  不明 明以降 陶 徳利 灰

1 陶 丸碗 染 不 明 ″ 不明 鉄

″ 不明 灰 瀬。美 磁 丸碗 染

磁 丸碗 染 7 在 地 土  碗

1 陶 浅鉢 江 灰十鉄

瀬。美 陶 取手 鉄

″ 不明 明以降 灰 鉄  釘

1 磁 丸碗 染 瀬。美 陶 不明 明以降 灰

小皿 不 明 鉄 角釘 江

陶 不明 269 1 瀬・美 磁 丸碗 明以降 染

砥石 染十呉須絵

1 瀬0美 陶  鍋 江後期 鉄 染+呉須絵 6
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遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬 。その他

冥
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬 0そ の他

芙
測
図
番
号

建 不 明 陶 天目茶嶺 明以降 天 建 不 明 陶  不明 明以降 施

1 在 地 土   瓶 1 鉄

瀬・美 ″ 灯明皿 江後期

瀬・美 磁  丸碗 ″ 不明 明以降

染 ″    B鼈 鉄

陶  蓋 大以降 鉄 不 明 鉄  不明 不  明

磁  丸碗 288 瀬0美 陶  鉢 明以降 鉄

1 明以降 染 不 明 ″ 摺鉢

清 水 ″ 不明 施

瀬0美 ″ 徳利 鉄

273 1 陶 徳利 灰 不 明 土  皿 江

1 瀬・美 陶  不明 灰

″    ]置 ″    e本 黄

275 1 磁  丸碗 染 1 ″ 摺鉢 明以降 鉄

7 1
″ 徳利 灰

1 ″ 不明

1 陶  不明 灰

在 地 土  碗 江

瀬0美 磁  丼 赤上絵 明以降 鉄

陶  不明 灰 ″ 徳利 長

1 ″    倒働 江後期

不 明 ガラス 平 白色 不 明 ″ 不明 明以降 鉄

瀬。美 陶  不明 灰 1 瀬・美 磁  丸碗 染

江 鉄 閾]    ″ 江 灰+呉須絵

明以降 磁 小皿底 明以降 染

279 不 明 ″   ‖囲0本 鉄 1 ″ 丸碗

1 瀬0美 磁  丸碗 染

陶  不明 灰

幕 末 4

磁  丸碗 明以降 籠日     ″ 灰

1 染 硼讚     ″ 染

陶  不明 施

鉄

4 陶  不明 灰 1 灰

大以降 砥 石

1 在 地 土   ″ 明以降

瀬・美 岡日     ″ 江 灰+呉須絵 1 瀬。美 陶  鍋 江後期 鉄

灰

4 ″ 丸碗 明以降 磁  丸碗 明以降 染

不 明 ″ 不明 鉄 陶  不明 江 灰

1 瀬・美 磁  丸碗 染十呉須絵 磁  丸碗 明以降 染

″    3亀 染 1 陶  碗 鉄

在 地 土  不明

1 // /hm 1 瀬0美 磁  丸碗 染

″  丸碗 染+呉須絵
″ 徳利 染 染

″  丸碗

小皿

″  丸碗

―-29-一



遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産地 器 種 時代 釉薬 。その他

実
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
上
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬 。その他

実
測
図
番
号

建 瀬・美 磁  丸碗 明以降 染+呉須絵 建 白骨 不明 不  明

染十呉須絵 瀬0美 磁  丸碗 明以降 染

染 陶  取手 灰

鉢 白

1 磁  丸碗 染

染+呉須絵 2

3

籐ヨ     ″ 江 灰+呉須絵 陶  不明 銅緑

明以降 灰 1
″ 丸碗 灰十上絵

不 明 ″ 丸碗 大以降 施 2 不 明 ″ 不明 施

瀬。美 ″ 徳利 明以降 灰 鉄

″ 不明 328 ″    0本

″    ヨ壼 大以降 鉄 瀬。美 ″ 香炉 黄

不 明 ″ 不明 明以降 施 1
″  蓋 鉄

在 地 」ヒ     ″ 大以降

″    丼瓦 磁 小皿 明以降 染

瀬。美 陶  丸碗 江 灰+呉須絵 貨 幣 江 寛永通費

″ 灯明皿 江後期 灰 1 在 地 土   瓶 明以降

打製石斧

瀬。美 磁 小皿 明以降 染 瀬0美 磁  丸碗 染

陶  不明 灰 1 陶  摺鉢 鉄

1 磁  丸碗 染

大以降 不 明

陶  急須 明以降 1 瀬・美 磁  皿 大以降

打製石斧 = +fE ″ 丸碗 明以降 染

瀬。美 磁  皿 大以降 不 明 陶  不明 施

1 ″ 丸碗 明以降 染+呉須絵 瀬・美 ″ 徳利 灰十外鉄絵

染+呉須絵 磁  丸碗 染

染+呉須絵 陶  不明 江 灰

染 磁  丸碗 明以降 染

1

1 陶  鍋 江後期 鉄

染十呉須絵 ″ 摺鉢 江

1
″ 不明 大以降 磁  小皿 明以降 染

陶  壷

障薔    ″ 明以降 灰 ″ 徳利 灰

320 1 ″ 浅鉢 江 鉄+灰 1 磁  丸碗

″ 不明

不 明 解可     ″ 施

″ 行平

在 地 土  不明

不 明 陶  行平 鉄

瀬・美 磁  丸碗 染

349 陶  小皿 戦 灰 大窯期 16c

″ 不明 明以降 灰

1 磁  杯 長十文字

磁  丸碗 明以降 染 ″ 丸碗 染

陶  不明 灰
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遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬 。その他

芙
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器 種 時代 釉薬 。その他

実
測
図
番
号

5 建 瀬・美 陶  丸碗 明以降 灰 管 在 地 土  不明 明以降

在 地 土   瓶 瀬・美 陶  徳利 黄

瀬・美 磁  皿 染+上薬削り取 1
″    3本 長

″ 丸碗 染 瀬・美 磁  丸碗 大以降 染

1 陶  小皿 戦 灰 大窯期16c 明以降

磁  不明 明以降 染 ″ 取手 鉄

356 陶 摺鉢 鉄 1 陶 徳利 黄

磁  丸碗 染 2

貨幣 江 寛永通費 1 磁 カレー皿 昭以降

359 1 瀬0美 陶  碗 明以降 鉄

″ 不明 灰 1 建 ″ 丸碗 江 染

江 灰+染 明以降

″ 不明 江 灰

在 地 土  瓶 明以降 不 明 鉄  角釘

瀬0美 磁  丸碗 染 瀬・美 陶  不明 灰

1 明以降

1 ″ 丸碗 明初期 灰+上絵

磁 明以降 染

363 陶  摺鉢 江 鉄 1 陶 明初期 灰 十上絵

1 管 磁  丸碗 明以降 染

″ 徳利 長 ″ 不明 明以降 灰

不 明 障尋     ″ 鉄 磁  丸碗 染

瀬・美 ″     多本 江 1

在 地 土  不明 明以降

瀬・美 磁  丸碗 染 陶  不明 鉄

1 不 明 ″ 土管

2 瀬・美 ″ 丸碗 明初期 灰+上絵

明以降 染

僣曰     ″ 灰十赤上絵 4 ″ 不明 鉄

1 1眩      ″ 染 5 磁  丸碗 染

″ 不明 赤上絵 6 不 明 陶

白骨 ″ 不  明 7 在 地 土  不明

1 瀬0美 磁  丸碗 明以降 染 瀬0美 関副     ″ 灰

0 磁  丸碗 染

髯哺     ″ 明初期 灰+上絵 1 陶  不明

1 磁  鉢 赤上絵 2 灰

不 明 陶 筒形陶器 鉄 不 明 ″    0本 鉄

1 徳 利 大以降 長十鉄字 瀬0美 灰

高速焼 ″    丼瓦 明以降 長 5 江 黄

1 瀬0美 磁  丸碗 染 6 不 明 鉄  不明

陶  鉢 鉄十灰 7 磁  皿 明以降 染十上薬削り取り

″ 摺鉢 江 鉄 瀬。美 陶  不明 江 灰

″    e本 磁  丸碗 明以降 染

″ 不明 灰 不 明 鉄  角釘 江

磁  丸碗 明以降 染 瀬・美 磁  不明 染

不 明 ″ 碍子 大以降 1 管 徳利 明以降 黄

瀬・美 陶  徳利 明以降 染 2

不 明 江 灰 3

在 地 」ヒ     ″ 明以降

陶  摺鉢 鉄
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遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器 種 時 代 釉薬 0そ の他

英
測
図
番
号

遺
物
番
号

細

番

号

出
土
場
所

産 地 器  種 時代 釉薬・その他

芙
測
図
番
号

土
　
　
拡
　
　
中

1 建 瀬・美 旬  不明 江 銅線勇右衛ヨ肇鋤

下

1 建 瀬・美 磁  丸碗 明以降 染

2 ″ 摺鉢 鉄 2

滋  丸碗 明以降 染

不 明 陶  鉢

瀬0美 磁  丸碗 染

事

　

中

″    e本

陶  不明 鉄

在 地 土  不明 不 明

瀬。美 陶  碗 鉄 ″ 土管

不 明 洪 止金具 江 瀬。美 ″    11 江 灰十呉須絵

瀬0美 旬     ″ 明以降 施

磁   ″ 染

※ 高遠城跡出土遺物種類別集計

陶   器 337 井午 ガ ラス 6片

磁   器 295片 石製品 5個

土   器 53 井ヤ 骨 2片

鉄   器 19個

貨   幣 5枚 合  計 722 1コ

※ 遺物番号については,調査中の出土順に付 してある。

※ 実測図番号については。実測図 (第 9～ 13図 )の 順に付 してあり。図版右下の数字 と照合

する。

※ レイアウ トの都合上・ 表内に略語を使用 した。以下のとお りである。

○遺物番号 土拡 中―第 1号土拡 中か ら出土

工事中―建築工事中に出土

○ 出土場所 建―建築部分か ら出土

管一管路部分か ら出土

○時 代

○釉 薬

戦一戦国時代

江―江戸時代

明一明治時代

大一大正時代

昭―昭  和

染―染め付け

黄―黄瀬戸釉

長―長石釉

天―天 目釉

上絵―上絵付け

○産

○器

地 瀬・ 美―瀬戸 。美濃系

陶一陶 器

磁一磁 器

土―土 器

鉄一鉄 器

種
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めとま

本調査は,史跡高遠城跡の「ニノ丸」内に設けられる汲み取 り式水洗便所敷地部分,並 びに既

設貯留槽への排水管路埋設部分の埋蔵文化財緊急発掘調査である。

本調査は,その年度内に報告する義務があり。調査範囲 も狭 く広範に確認できないため。出

土 した遺構 0遺物は後日十分に検討を行 うこととして。今回は実測図や図版を中心に報告書 と

し。 また.主 として調査遺物の整理中知 り得た問題点の 2～ 3に ついて述べ。 まとめとしたい。

1.今回設置される便所の位置は,ニ ノ丸の内でも西北の隅の部分である。 この場所は,現

在高遠町などに所蔵 されている高遠城の絵図で見る限 りでは。重要建造物などが見当らないと

ころか ら。便所建築場所に選定 した。

2.今回の建築部分における調査は,建物の性格か らその範囲 も50イ と狭い面積である。調

査は出来る限 り詳細に記録 0保存をする方針とし,全面 ドットマ ップという方法をとった。

3.遺物は ドットマ ップ図 (第 8図 )に 示 されているように,地表下 5 cm程 の層か ら検出され

だ し,も っとも多 く検出された層は,地表下 15～ 30cm内 外であり。それ以下になると遺物の出

土量は減少 し,ソ フ トローム面ではまった く発見されな くなった。 これら遺物の出土状態を見

ると,浅 い面か らは古い遺物 と新 しい遺物 とが混在 して検出されている。 また。下層にも新 し

い遺物と古い遺物が混在 しているところがあり,現時点では,一 つにはゴ ミ捨場的な所であっ

たのか,ま たは。後世の耕作などにより更にか く乱 されたことによるものなのか。などいろい

ろ考えられる。

4.今回の発掘調査では。縄文や弥生時代の遺物は発見されなかったが。城跡の周辺か らは

表採ではあるが以前より発見されているところか ら,今後行われる調査では注意 してい く必要

があると考える。出土 した遺物の主なものを とりあげてみると,無文土器の小破片が発見され

たが, あまりにも小量のため解明するまでに至 らなかった。時期別には大窯期 15～ 16世 紀代の

灰釉の皿が一番古い時期の ものであった。次に内耳鍋の破片で,戦国～江戸初期に位置付けら

れるものと考えられる。江戸時代では,登窯で焼かれた陶器や磁器などが出土 し。金属類では ,

寛永通賓 4枚 や角釘・ 馬具などが検出されてお り。その他に出土 している遺物は,明治以降の

陶・磁器が大部分であり。総数は700点余 りに達 している。

5.管路の調査では,配石跡や集石跡が 4ケ 所発見されたが,調査の範囲が極めて狭かった

ためそれらの遺構の性質を位置付けるまでには至 らなかった。 また。出土 した遺物 も江戸時代

～明治以降まで混在 して発見されたことか ら,こ の周辺にも。江戸時代以降の何 らかの遺構が

存在するのではないかと思われるところである。

以上。調査 した中で得た問題点を述べ, まとめとしたい。
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あ と が き

史跡高遠城跡ニノ丸便所建築事業に対する緊急発掘調査の。経過並びに成果につきましては

本文中に記載 したとお りであります。

この報告書を発刊するにあたり,調査員の友野先生には多忙なところを遠 く宮田村か らご足

労願い。陣頭指揮をとっていただきました。 また。休憩時間を利用 して作業員の皆 さんと進ん

で学習会を持っていただき。深い研究の中からにじみ出る一言ひと言から歴史調査の大切 さ,埋

蔵文化財の貴重 さを熱心に教えていただきました。発掘調査か ら報告書執筆 まで,期 間の短か

いところをご尽力いただきまして,感謝申 し上げる次第であります。

調査期間中厳寒のなか。毎朝 シー トをはずすと霜柱が敷 き詰め られ “ガッカ リ"の 毎日,数

々のご苦労をおかけ したにもかかわ らず。積極的に作業に参加 し,興味を もって取 り組んでい

ただきました (有 )東部建設。発掘作業員の皆 さんに厚 く感謝申 し上げます。

高遠町教育委員会

教育次長 伊 藤 敏 明

≪発掘調査に参加された方々 (順不同・ 敬称略)≫

広瀬 源司 。山崎 大行・福沢  聖 0北原 利夫 。新本
`、

じ子・岩崎 善信

飯島 知明 。植木  勇 。吉越 吉宗・ 山谷 高江 。池上 ますみ 。宮下美咲男

伊藤  清 。赤羽  潔・牛山  博・北村 勝彦 。名和 長利 。平沢かはる

荒井 美和 。小松 博康 0(有 )東 部建設

≪参 考 文 献≫

高遠町誌刊行会      1979   「高遠町誌 (下 巻 自然 。現代 。民俗編 )」

高遠町誌刊行会      1983   「高遠町誌 (上巻 歴史編 )」

瀬戸市歴史民俗資料館   1984   「研究紀要Ⅲ」

″          1985   「研究紀要Ⅳ」

〃          1986   「研究紀要 V」

″          1987   「研究紀要Ⅵ」

高遠町教育委員会     1988   「高遠城跡ニノ丸門発掘調査報告書」

″          1988   「史跡高遠城跡 保存管理計画策定報告書」

瀬戸市歴史民俗資料館   1988   「研究紀要Ⅶ」

高遠町教育委員会     1990   「原勝間遺跡」
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写真図版 図版 1

建築部分調査前の状況

管路部分調査中の状況

2.建築部分調査中の状況



図版 2

高速城跡遺物出土状況

36

■番号は実測図番号



図版 3

建築部分調査状況   2.管 路部分調査状況 (第 5号配石)

発掘調査状況打ち合わせ (県文化課児玉指導主事と)

- 37 -―



図版 4

管路部分調査状況 (第 2号集石平面 )

管路部分取 り上げ調査状況 (第 2号集石取り上げ石)

″       (第 2号集石断面)



図版 5

高速城跡出土遺物 (1) ※番号 は実測図番号
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図版 6

高速城跡出土遺物 ※番号は実測図番号



図版 7

高速城跡出土遺物 (3)
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※番号は実測図番号



図版 8

‐

高速城跡出土遺物 (4) ※番号は実測図番号
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史跡高速城跡ニノ丸便所建築事業

史跡高遠城跡ニノ丸Ⅱ

埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

平成 4年 3月

発

印

行 高 速 田丁教 育 委 員 会

刷 帥 オ ノ ウ エ 印 刷

長野県諏訪市中洲 586




